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京 大広報
いうことも起るかもしれなし、。＠学生がし、ろいろ
な便益〈図古館利用など〉を受けるのには制限を
つけるのかどうか。一方，講義だけでなく，本来
なら設備の利用，演習・ゼミナールなどに出れる
のがよいのではないかという意見。①研究条件・
スタッフの状況が悪いまま実施すると一層矛盾が
ひどくなるのではないか。などの意見が出され
た。
付今後， 月曜会としてとりあげるテーマの検
討。前回，テーマをきめて会を聞いた方がよいと
いう意見にもとづいたものであるが，今回も，月
曜会の発足時の目的，現在の怠義について質問が
でたり，学部の出席が悪く，その点で会の意味が
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減殺されるとしづ指摘があったが，一方，各部局
の実状を全学に伝えることはつねに必要であり，
そのような場としての意義が強調された。とりあ
げるテーマについては，資料を準備してやるか，
サロン的に自由にやるかとか，各学部での諸制度
の具体的比較検討，教養課程改善案調整委員会の
具体案などについて議論が出されたが，必らずし
も意見はまとまらず，当面問題になりそうなこと
として，大検委第3部会の報告として出される予
定の管理運営，総長選挙制度などをとりあげるこ
ととなった。
（永田忍会員〉
